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(１)第１回委員会の概要

〇公園施設の老朽化に伴う改修費用や維持管理費の増加　

〇大規模な施設改修をどうすべきか

〇公園に対する苦情（清掃、樹木剪定、落ち葉処理、深夜の騒音、　　　　
　 ボールが飛んでくる、遊具が壊れて使えないなど）の対応

〇近い距離に同じような公園が多い、規模の小さな公園が多い

〇利用者のニーズの変化（地域のニーズに合わない施設、
　  魅力的な施設がないなど）により使われていない公園がある

〇冬期間の公園の使い方の今後のあり方

〇農村地区にある公園のあり方

〇公園と地域の関わり方、そのための公園のあり方

〇民間資金の活用　　　　など

２

公園の課題



(１)前回のおさらい

〇小さな公園も使われているが、まとめていかなければと思う
〇一方で簡単には統合は進まないのでは
〇法律上設置したものを統合できるのか
〇地域特性による公園の使われ方について分析が必要でないか
〇現状を把握するため、広く市民からアンケートを実施した方が良い
〇近所の公園はあまり利用しない、子ども達も近隣公園を利用する
〇公園の危険な箇所を改善し、気軽に行ける公園が増えるとよい
〇近年整備された公園は利用されている
〇子育て世代の市民は現状、市外の公園を利用している。市内の
　 公園に来てもらうよう考える必要がある
〇公園の利用ルールにより、遊びの種類の減少をどうするか
〇公園内で幼児など小さい子と高学年の区分けが必要では
〇P-PFIなどの民間資金を活用し、全世代が楽しめる公園整備を　など
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課題に対する意見
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本日のあり方検討委員会の議題

【公園の適正な配置について】
　
　　　
【現地視察】

【市民アンケートについて】
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(２)公園の適正な配置について
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(２)公園の適正な配置について
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公園の重複

　　　　　　

　　　　　　　：地区公園

　　　　　　：近隣公園

　　　　　　：街区公園
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(２)公園の適正な配置について
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きつつき公園
447㎡

ゆうやけ公園
294㎡

たけぶえ公園
159㎡

ちゅうりっぷ公園

461㎡

しくらめん公園

392㎡

かんな公園
236㎡

みつばち公園
411㎡

よつば公園
401㎡

つくし公園
443㎡

ぽっぽ公園
241㎡

さくらんぼ公園

237㎡

さなえ公園
204㎡

こうめ公園
448㎡

(２)公園の適正な配置について

公園の重複



＜　行　程　＞

野幌公民館出発　→　　※さなえ公園　→　ききょう公園　→　

さくらんぼ公園　→　　ぽっぽ公園　→　 ※四季のみち（春）　　　

※下車予定公園　

（３）現地視察
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　【第１回委員会より】
　　
　　　　　〇現状把握のため市民アンケート調査を行う。
　　　　　　　　
　　

　　
　　・　住民が公園に求めているものは何か？
　　・　普段、公園はどのように使われているのか？
　　・　公園に何があれば住み良い地域となるのか？
　　・　そもそも公園は必要か？

(４)市民アンケートについて
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　　　　　　　　　　　市民アンケート（案）概要
　

（設問１）　ご自身のことについて

　・回答者の居住地区、年代、世帯構成を把握
　（お子さんのいるご家庭は一緒に回答してください）

　

(４)市民アンケートについて

配布資料●
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（設問２）　公園の「利用状況」について
　　　　　　 

　　　Q：近所にある公園を利用していますか。　　　　　

　　　　　　・使われている理由を把握　　　
　　　　　　・つかわれていない理由を把握

　　　Q：市内に好きな公園はありますか。

　　　　　　・好きな公園の理由を把握
　　　　　　・なにが足りないのかを把握

　　　Q：市外で利用する公園はありますか。

　　　　　　・市外の公園を利用する理由を把握
　　　

(４)市民アンケートについて
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　　　Q：市内の小さい公園を利用しますか。
　　　　　

　　　　　　・小さい公園の利用状況を把握
　　 
　　　Q：小さい公園の活用について考えがありますか。

　　　　　　・活用のアイデアを把握

（設問３）　公園に「求めること」について
　　　　　　 

　　　Q：市の公園を「こうしてほしい」と思うことを教えてください。

　　　　　　・公園にほしいもの（こと）を把握

(４)市民アンケートについて
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